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野菜をめぐる情勢とそれを踏まえた病害虫防除への期待

は　じ　め　に

令和 2年度の我が国の農業総産出額を見ると，野菜は
2兆 2,520億円と畜産に次ぐ産出額で，農業総生産額の
1/4を占めている。産出額の多い野菜は，2,240億円の
トマトを筆頭に，いちご，ねぎ，きゅうり，キャベツ，
たまねぎ，なす，ほうれんそう，だいこん，レタスの上
位 10品目で産出額の約 6割を占めている（図―1）。我が
国の野菜生産は，カロリーベースでの自給率の寄与率は
6％と小さいものの，農業生産に重要な役割を果たすと
ともに国民の健康増進や農業振興のうえで重要な作物で
ある。
本稿では，野菜をめぐる生産，流通，消費，輸出入の
動向を踏まえ，解決に向けた取り組みとその方向性につ
いて述べる。なお，本稿は，2023年 1月に開催された

日本植物防疫協会シンポジウム「農業生産現場が直面す
る病害虫防除の課題を考える」での講演をまとめたもの
である。

I　我が国の野菜に係る動向

 1 生産環境の動向
（ 1） 作付面積と就農者
令和 2年度の野菜の作付面積は約 39万 ha，生産量は

約 1,144万トンとなっている。平成 22年度からの推移を
見ると，作付面積はここ 10年で約 43万 haから微減，生
産量はやや減少傾向は認められるものの，ほぼ横ばいと
なっている（図―2）。野菜の主な産地を地域別に見ると，
関東・東山が 28％，次いで北海道が 25％，九州が 15％，
東北が 9％，東海 7％，近畿が 5％，中国が 4％，北陸と
四国が 3％となっており，北海道，関東，九州で全体の
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工芸農作物 1,553億円（2％）

農業総産出額
8兆 9,370億円
（令和 2年）

その他 2,303億円（3％）

畜産
3兆 2,372
億円

（36％）米
1兆 6,431
億円

（18％）

野菜
2兆 2,520億円
（25％）

いも類 2,370億円（3％）
花き 3,080億円（3％）

果実 8,741億円（10％）

野菜の産出額
2兆 2,520億円
（令和 2年）

トマト
2,240億円
（10％）

その他
10,125
億円
（45％）

いちご
1,809億円
（8％）

ねぎ
1,545億円
（7％）
きゅうり
1,507億円
（7％）

キャベツ
1,044億円
（5％）

たまねぎ
958億円
（4％）

なす
919億円
（4％）

レタス
741億円
（3％）

だいこん
795億円
（4％）

ほうれんそう
837億円
（4％）

図－1　令和 2年度の農業総産出量（左）と野菜の産出額の品目割合（右）（農林水産省，2020年，生産農業所得統計）
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